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がん診療連携拠点病院の新規指定に係る推薦について   

標記について、 「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」（平成20年3月1日付け  

健発第0301001号厚生労働省健康局長通知）に基づき、推薦意見書及び2次医療圏の概  

要並びに推薦書を添付の上、下記の医療機関を推薦します。  

記  

伊那中央病院（新規指定）  
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長野県2次医療圏の概要  

（平成19年3月31日現在）  2 概要  

医療   面積   人口  人口   人口  病院数  がん診療連携拠点病院  

既指定  今回推薦  
国名   （kポ）   （人）  割合％  密度  

病院数  病院数   
計  

佐久   15了162   21331了  9．8  135．7   14   

上小   90534  204023   9．4  225．4   18  

諏訪   71540  208438   9．6  291．4   13   

上伊那  134828  192776   B．8  143．0   13  

飯伊   192919  172055   7．9   89．2   10   

木由   154626  32233   1．5   20．8   

松太   186914  4305B2   19．8  230．4   27   2  2   

大北   110953  64．439   3．0   58．1   2  

長野   155839  560537   25．8  359．7   37   2  2   

北信   100908  95，509   4．4   94，6   3  

1356223   21了3909  10D．0  160．3   138   7   8   計  
注1）「人口割合」欄は、県全体の人口に対する圏域ごとの割合を記入すること。  
注2）「人口密度」欄は、各医療圏ごとに、人口／面積（krげ）（′憎点以下第2位四捨五入）により算出した数値を記入することD  
注3）「病院軌欄は、拠点病院以外の病院（診療所は除くb）も含めた数を記入すること。  
注4）「今回推薦病院軌欄は地域がん診療連携拠点病院を都道府県がん診療連携拠点病院へ指定変更する場合には（）書きで、   

100  指定更新の場合にはく 〉書きで、内数を示すこと。   



推 薦 意 見 書  

長 野 県  

1 推薦にあたっての基本的な考え方   

原則、2次医療圏に1カ所の地域がん診療連携拠点病院の指定を目指し推薦します。   

① 未指定医療圏内の病院を推薦することを基本とします。   

② 既指定医療圏内の病院であっても指定要件を満たしている場合には、隣接医療圏の  

状況等を勘案して判断します。  

2 指定状況   

平成20年10月末日現在の、本県におけるがん診療連携拠点病院の指定状況は次のと   

おりです。2次医療圏10箇所のうち、上小、上伊那、木曽、大町医療圏の4つの医療圏   

については、がん診療連携拠点病院が未整備の状況となっています。  

指定病院   医療圏  指定病院  

佐久総合病院（地域）   木曽  

松本   信州大学医学部附属病院（県）  

相澤病院（地域）  

諏訪赤十字病院（地域）   大町  

那  長野   長野赤十字病院（地域）  

長野市民病院（地域）  

飯田市立病院（地域）   北信   ※2病院で2圏域をカバー  

3 推薦内容  

（対象医療圏） 上伊那医療圏  

（推薦病院）  伊那中央病院（所在地 伊那市）  

（指定‘区分）   地域がん診療連携拠点病院  

4 推薦までの経過   

一般病床を有する病院を対象に地域がん診療連携拠点病院の指定に向けた現況調査を実   

施し、7病院から指定推薦の希望がありました。これを受け「長野県がん診療連携拠点病   

院整備検討委員会」※では、書面審査等により2病院に絞った上で、当該2病院に対する   

現地調査を実施しました。その結果、伊那中央病院が指定要件を全て満たし、推薦が可能   

である病院との意見に至りました。  

※ がん医療に携わる者、医師会代表者、学識経験者、患者会代表者など10名で構成  
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5 推薦理由  

○ 上伊那医療圏の状況   

上伊那医療圏は、伊那市、駒ヶ根市、上伊那郡6町村から構成され、圏域人口は約19万   

人、面積は約1，348k出である。圏域内には、病院が13施設、一般診療所数が117施設あ   

る。人口10万人当たりの病床数は、1，022床で、長野県全域の1，240床に比べ少ない状況   

である。   

医療圏の特徴としては、公立3病院（北から町立辰野総合病院、伊那中央病院、昭和伊   

南総合病院。3病院の病床数の合計824床、医療圏の45％を占める。）が急性期の医療を主   

に担っている点にある。   

一方、医師数（医療施設従事者数）は、259人で、県全体の人口10万人当たりの医師数  

190．0人に比べ、134．2人となっており、県内で2番目に少ない医療圏で、医師不足が深刻   

な地域である。  

本県の10ある2次医療圏のうち、この上伊那医療圏には未だがん診療連携拠点病院が   

整備されていない。  

○ 伊那中央病院 ＜新規指定＞   

伊那中央病院は、上伊那医療圏の中央部に位置し、診療科20科、病床数394床、常勤医   

師数61人の上伊那医療圏最大の病院である。   

平成15年4月に、それまでの伊那市営伊那中央総合病院を移転新築し、5市町村（伊   

那市、高遠町、箕輪町、南箕輪村、長谷村）の一部事務組合立病院として開設した。なお、   

平成18年3月には市町村合併により、一部事務組合は3市町村（伊那市、箕輪町、南箕   

輪村）の構成となっている。  

旧病院時代、昭和56年5月にがん治療中核病院の指定を受け、上伊那地域におけるが   

ん医療の中心的機関の役割を果たしてきた。この他、主に急性期医療を担う病院として、   

伊那市内及び周辺地域から幅広く患者を受け入れている。  

がん診療については、5大がんを中心として豊富な診療実績を持ち、特に泌尿器系や大   

腸のがん治療に実績がある。がん治療にあたっては、各診療科における治療と放射線療法   

及び化学療法を組み合わせた集学的治療を行っており、概ね院内専門医により対応ができ   

る体制を整えている。  

平成19年6月に新たに設置した緩和ケアチームによる入院、外来患者の対応を初め、   

他の医療機関からの紹介患者の受入や、患者の状態に適した他医療機関への逆紹介による   

スムーズな病病・病診連携を行うなど、地域に根ざしたがん医療を提供している。  

○ 県内全域にわたって質の高いがん医療を提供するためにも、がん診療連携拠点病院が整   

備されていない上伊那医療圏において、伊那中央痛院は中心的な役割を担う拠点病院とし   

て今後期待されている。  
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（参考）拠点病院の指定と人口の状況  

圏名  佐久  上小  諏訪  上伊那  飯伊  木曽  松本  大北  長野  北信  県計   

拠点  佐久  諏訪  飯田  信大  長野日赤  

病院  総合  日赤  市立  相澤  長野市民   

17．4  3．3  42．8  6．5  56．7  10．0  218．5   人口 （万人）  21．4  20、5  20．8   19．0  

（注）拠点病院は、平成20年10月31日現在。人口は、平成17年10月1日現在の数値。  
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20長野県  
‥約了万人  

二次圏数  

都道府県拠点   地域拠点 ▲   

新規申請   0   既指定病院  山  6   
計   7   

＞合計：8   

「※」は、新入院患者数が1，200人に満たない場合。  

【新規申請病院】  

伊那中央病院  

地域がん診療連携拠点病院  

394床  

※973人（12％）／年  

31，108人／年  

85件／2か月  
210人／年  

948回／2か月  

54人／2か月  

145件／2か月  

100人／2か月  

283件／2か月  

3件／2か月  

578件／2か月（24件／2か月）  

16件／2か月  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕   

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

指定要件の充足度  

【参考：既指定病院】  

信州大学医学部附属病院  

都道府県がん診療連携拠点病院  

700床  

3，929人（32％）／年  

61，566人／年  
155件／2か月  

6，314人／年  
12，667回／2か月  

186人／2か月  

620件／2か月  

206人／2か月  

733件／2か月  

14件／2か月  

1613件／2か月（122件／2か月）  

57件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規鱒頼件数  

病琴診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

佐久総合病院  
地域がん診療連携拠点病院  

821床  

3，739人（32％）／年  

データなし人／年  

7了8件／2か月  

420人／年  
888回／2か月  

548人／2か月   

データなし件／2か月  

344人／2か月  

344件／2か月  

10件／2か月  

1214件／2か月（89件／2か月）  

21件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫痛手術総数  
放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  
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諏訪赤十字病院  

地域がん診療連携拠点病院  

455床  

2，057人（22％）／年  

34，842人／年  
138件／2か月  
218人／年  

2，909回／2か月  

122人／2か月  

220件／2か月  

305人／2か月  

5了7件／2か月  

5件／2か月  
830件／2か月（39件／2か月）  

79件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依桓件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

飯田市立病院  

地域がん診療連携拠点病院  

40了床  

1，972人（21％）／年  

6，203人／年  
92件／2か月  

273人／年  

1，053回／2か月  

104人／2か月  

589件／2か月  

143人／2か月  

3，406件／2か月  

16件／2か月  

582件／2か月（63件／2か月）  

88件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件黎  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  

相澤病院  

地域がん診療連携拠点病院  

471床  

1，756人（15％）／年   

168，181人／年  

148件／2か月  
32人／年  

806回／2か月  

21人／2か月  

38了件／2か月  

989人／2か月  

18，127件／2か月  

19件／2か月  

989件／2か月（24件／2か月）  

13件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍車術総数  
放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依桓件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  
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長野赤十字病院  

地域がん診療連携拠点病院  

700床  

2，850人（21％）／年  

45，319人／年  
98件／2か月  

514人／年  
4，154回／2か月  

146人／2か月  

438件／2か月  

242人／2か月  

541件／2か月  

24件／2か月  

1073件／2か月（47件／2か月）  

19件／2か月  

区分  

病床数  
新入院がん盛者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射国数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依矩件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件薮  

長野市民病院  

地域がん診療連携拠点病院  

400床  

2，349人（35％）／年  

68，972人／年  

150件／2か月  

385人／年  

1．723回／2か月  

56人／2か月  

507件／2か月  

41人／2か月  

399件／2か月  

44件／2か月  

854疎ノ2か月（44件／2か月）  

450件／2か月   

区分  

病床疲  

新入院がん患者数  
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん重責琴数  

悪性腫痛手術総数   

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のづ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件薮（迅速検査序数）  
相談支援センター相談件数  
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25 滋賀県  
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がん診療連携拠点病院の新規指定に係る推薦について   

標記について、「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」（平成20年3月  

1日付け健発第030100号厚生労働省健康局長通知の別添）に基づき、推薦意見書  

および2次医療圏域の概要ならびに推薦書を添付の上、下記の医療機関を推薦し  

ます。  

記  

都道府県がん診療連携拠点病院  

滋賀県立成人病センター（新規指定）  

地域がん診療連携拠点病院  

彦根市立病院（新規指定）  
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（様式2）  

滋賀県 2次医療圏の概要  
1．圏域図  

大津赤十字病院  
（地域がん診療連携拠点病院）  

2．概要  

がん診療連携拠点病院  
医療圏名   面積（kポ）  人口  人口割合（％）  人口密度  病院数  

既指定病院数  今回推薦病院  計   

大津   464．10  329．116   23．6   709．1   16   

湖南   256．55  310，597   22．2  1，210．7   14   1（1）   

甲賀   552．18  148．909   10．7   269．7   7   

東近江   728．12  235．296   16．9   323．2   12  

湖東   392．16  154．344   11．1   393．6   4  

湖北   931．25  165，235   11．8   177．4   4   

高島   893．00  52，765   3．8   76．1   3  

計   4，017．36  1，396．262   10D．0   347．6   60   4   2（1）   5   

注1）「人口割合」欄は、県全体の人口に対する圏域ごとの割合を記入すること。  

注2）「人口密度」欄は、各医療圏ごとに、人口／面積（kr巾（小数点以下第2位四捨五入）により算出した数値を記入すること。  

注3）「病院数」卿ま、拠点病院以外の病院（診療所は除く。）も含めた数を富己入すること。  

注4）「今回推薦病院数」欄は地域がん診療連携拠点病院を都道府県がん診療連携拠点病院へ指定変更する場合には（）書きで、  
指定更新の場合にはく〉書きで、内数を示すこと。  
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推 薦 意 見 書  

1 都道府県がん診療連携拠点病院   

現在、策定中の「滋賀県がん対策推進計画」の中では、滋賀医科大学医学部附属病院と滋賀県  

立成人病センタ・一を県拠点病院として位置づけ、ツートップ体制で本県のがん対策を進めていく  

としている。この計画は、県議会常任委員会に報告後、現在、県民政策コメントを実施中である。   

両病院は、「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」に基づく都道府県がん診療連携拠点  

病院の指定基準を満たしていることから、都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受けるべく、  

今日まで、厚生労働省と協議を重ねてきたが、2病院の指定は無理であるとの感触を得たことか  

ら．、都道府県がん診療連携拠点病院には、この2病院のうち滋賀県立成人病センターを推薦する  

ものである。  

2．地域がん診療連携拠点病院   

県内には、7医療圏域（大津、湖南、甲賀、東近江、湖東、湖北、高島）があり、大津医療圏  

域では大津赤十字病院が、湖南医療圏域では滋賀県成人病センター（今回、都道府県がん診療連  

携拠点病院に新規指定申請）が、甲賀医療圏域では公立甲賀病院が、湖北医療圏域では市立長浜  

病院が地域がん診療連携拠点病院の指定を受けている。   

本県では、2次医療圏域に1箇所のがん診療連携拠点病院の整備を目指しており－、未整備の残  

り3県域（東近江、湖東、高島）についても、順次整備に向け調整を進めている。今臥 このう  

ちの湖東医療圏域について、彦根市立病院が地域がん診療連携拠点病院の整備基準を満たすこと  

となったため、同病院を推薦するものである。  
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滋健支第  4 0 8一  号  
平成20年（2008年）12月2▲6日  

厚生労働省健康局総務課  

．がん対策推進室長様  

滋賀県健康福祉部健康推進課  

滋賀県がん診療連携協議会の設置について   

都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件であります、都道府県がん診療連  

携協議会の設置について 

県がん診療連携拠点病院と県が連携し運営していくこととし、さらに企画委員  

会を設け、ネットワークの構築・・コーディネートすることとしております。   

ただいま、平成21年3月末までに滋賀県がん診療連携協議会を設置し開催  

できるよう、滋賀県といたしましても滋賀県立成人病センターとともに事務を  

進めているところですので、どうぞよろしくご配意願います。  
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25滋賀県  ＝約40万人  
二次圏数  

都道府県拠点   地域拠点   

新規申請   1（地域拠点→県拠点）   

既指定病院   0   3   

計   4   

＞合計：5  

【新規申請病院】  

県立成人病センターー  

都道府県がん診療連携‡処点病院  

541床  

2，004人（27％）／年  

62，591人／年  
149件／2か月  

239人／年  

936回／2か月  

86人／2か月  

213件／2か月  

153人／2か月  

487件／2か月  

36件／2か月  

784件／2か月（59件／2か月）  

30件／2か月  
■都道府県がん診療連携協議会が未設置であるが、平成21年3月末  
までに設置し開催することにつき、県から確約書が提出されてい  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫痛手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

指定要件の充足度  

彦根市立病院  

地域がん診療連携拠点病院  

4了0床  

1，219人（16％）／年  

3，716人／年  
35件／2か月  

141人／年  

642回／2か月  

56人／2か月  

159件／2か月  

31人／2か月  

135件／2か月  

16件／2か月  

557件／2か月（20件／2か月）  

55件／2か月  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫痛手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  
〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援セ ンター相談件数  

指定要件の充足度  

【参考：既指定病院】  

大津赤十字病院  

地域がん診療連携拠点病院  

824床  

2，144人（15％）／年  

49，545人／年  
151件／2か月  

393人／年  

1，845回／2か月  

171人／2か月  

535件／2か月  

334人／2か月  

493件／2か月  

8件／2か月  

1093件／2か月（44件／2か月）  

35件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫療手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  
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公立甲賀病院  

地域がん診療連携拠点病院  

467床  

※885人（14％）／年  

19，182人／年  

43件／2か月  

60人／年  
254回／2か月  

55人／2か月  

222件／2か月  

77人／2か月  

2，393件／2か月  

3件／2か月  

586件／2か月（14件／2か月）  
40件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性曙癌手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
ー相談件数  相談支援セ ンタ  

市立長浜病院  

地域がん診療連携拠点病院  

676床  

1，295人（14％）／年  

14，748人／年  

70件／2か月  

116人／年  

832回／2か月  

137人／2か月  

318件／2か月  

92人／2か月  

190件／2か月  

9件／2か月  

807件／2か月 

16件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫癌手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕   

■緩和ケアチーム新規依桓件数   

病理診断件数嘩速検李件数）  

相談支援センター相談件数  
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